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【 目 的 】 処 理 対 象 物 で あ る 鶏 ふ ん の 水 分 が 低 す ぎ る

と 発 酵 温 度 が 十 分 に 上 が ら ず 、 経 営 再 開 の 妨 げ と な る

恐 れ が あ る た め 、 発 酵 消 毒 を 行 う 上 で の 適 切 な 水 分 率

を 検 討 。 【 方 法 】 乾 燥 鶏 ふ ん と オ ガ ク ズ を 重 量 比 3 0 %

混 合 後 、 水 分 率 が 4 0 % 、 4 5 % 、 5 5 % と な る よ う 加 水 し 、

無 加 水 区 ( 水 分 1 0 % 以 下 ) と 併 せ て 小 型 堆 肥 化 装 置

( 1 0 L ） に よ り 発 酵 状 況 を 比 較 。 試 験 1 は 夏 季 条 件 、 試

験 2 は 冬 季 条 件 で 実 施 。 【 結 果 と 考 察 】 ( 試 験 1 ) 加 水

を 行 っ た 各 試 験 区 間 に 発 酵 温 度 の ピ ー ク 差 は 認 め ら れ

ず 、 6 0 ℃ 以 上 の ピ ー ク に 到 達 し た 時 間 は 加 水 量 が 多 い

ほ ど 早 か っ た 。 ( 試 験 2 ) 堆 肥 化 開 始 後 数 日 経 過 し て も

発 酵 温 度 の 上 昇 が 認 め ら れ ず 、 切 り 返 し 1 回 目 に 発 酵

助 材 と し て 米 ぬ か を 全 区 に 1 5 0 g 添 加 。そ の 後 温 度 が 上

昇 し 、 発 酵 温 度 の ピ ー ク は 水 分 が 高 い ほ ど 高 く 、 到 達

時 間 も 早 か っ た 。 発 酵 消 毒 を 早 期 に 完 了 さ せ る に は 夏

季 、 冬 季 と も に 5 5 % が 最 も 効 果 的 で あ り 、 冬 季 は 米 ぬ

か の 添 加 が 効 果 的 。  


